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林野庁における取組：「発生源対策」として花粉の発生を抑制

・花粉生産量の予測技術の確立・普及
・花粉生産量の多い森林の要因調査

・都市近郊において雄花着花量の多いスギ人工林等を対象に、
抜き伐り・間伐を促進

・花粉の少ない品種の開発 採穂園・採種園の造成等
花粉の少ないスギ品種の苗木の生産・供給体制の拡大

・無花粉スギの開発（H17年１月）

○花粉の少ないスギ及び無花粉のスギ品種の開発・普及

スギの雄花 雄花着花の多寡について区分

Ａ：樹冠全体に雄花が着生し、非常に密度が高く
なっている個体

Ｂ：樹冠のほぼ全面に雄花が着生している個体

Ｃ：樹冠の一部に雄花の着生が見られる程度の個体

Ｄ：雄花の着生がない個体

○花粉生産量予測手法の確立・普及・調査○雄花の量が多いスギの抜き伐り・間伐の促進
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花粉の少ないスギ品種の開発

独立行政法人林木育種センター

平成８年度から雄花着花量の調査を実施

花粉の少ないスギ品種

これまでに１１２品種を開発

過去５年間で約２４万本を供給

・都道府県に対し花粉の少ないスギ品種の原種を配布

・同品種を供給する都道府県の採穂園・採種園の整備に
対する支援

今後５年間で約60万本を越える供給を見込む

普通のスギ

花粉の少ないスギ

花粉の量は一般のスギの１％以下
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